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シ
ニ
ア
世
代
と
小
中
学
生
が
、

休
日
の
校
舎
を
活
用
し
て
交
流

を
深
め
な
が
ら
共
に
学
び
合
う
、

『
楽
校
郷
育
（
が
っ
こ
う
き
ょ
う

い
く
）』
プ
ラ
ン
を
提
案
し
ま
す

農
家
の
高
齢
化
と
、
若
者
の

転
出
・
減
少
に
よ
る
農
業
労
働
力

の
不
足
な
ど
の
課
題
を
解
決
す
る

た
め
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入
促
進

を
提
案
し
ま
す

市
が
行
っ
て
い
る
政
策
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
結
び
つ
け
た
り
、

市
内
企
業
と
コ
ラ
ボ
す
る
な
ど
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意
識
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
提
案
し
ま
す

新
規
就
農
を
考
え
て
い
る
人
向
け

の
セ
ミ
ナ
ー
開
催
や
農
機
具
の

貸
し
出
し
な
ど
、
横
手
の
農
業
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
農
業
支
援
組
織
の

設
立
を
提
案
し
ま
す

地
域
交
流
や
活
性
化
に
つ
な
げ
る

た
め
、
市
内
小
中
学
校
の
活
動
に

つ
い
て
、
横
手
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
市
報
を
利
用
し
て
情
報
発
信
す
る

こ
と
を
提
案
し
ま
す

横
手
明
峰
中

平
鹿
中

横
手
清
陵
学
院
中

増
田
中

横
手
北
中

十
文
字
中

横
手
南
中

議
長
役
が
ん
ば
り
ま
す
！

髙橋胡如谷川東覇伊藤駿介 小松航大清水和奏長澤　亮 佐藤心音藤原光翼江村一真

県
外
へ
の
若
者
の

流
出
を
止
め
、

県
外
に
出
た
人
が

帰
っ
て
く
る
よ
う
に
、

移
住
者
を
呼
び
込
む

『
Ｙ
タ
ー
ン
』政
策
と
、

子
育
て
応
援
ア
プ
リ

の
作
成
を

提
案
し
ま
す

横
手
愛
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
取
り
組
み

に
注
目
し
、

ポ
ス
タ
ー
な
ど
の

既
存
の
Ｐ
Ｒ
方
法

に
加
え
、
新
た
に

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

の
発
行
に
つ
い
て

提
案
し
ま
す

小國実咲織田怜依川口桜加 松村慶斗佐藤千寛水溜結子

菊地彩愛髙橋泰生萩原　優 鈴木暁紀髙𣘺　鈴佐藤大耀

　
私
た
ち
の

経
験
を
生
か
し
て

　
後
輩
た
ち
も

　
　
　
頑
張
っ
て
ね
！

中学生議員の勇姿
は動画で‼

※

※ＳＤＧｓ…国連により採択された、2030年までに目指すべき17の「持続可能な開発目標」

ど
の
提
案
も

素
晴
ら
し
い
で
す
ね
！

す
ぐ
に
取
り
組
め
る

も
の
も
あ
る
の
で
、

し
っ
か
り
検
討
し
ま
す
！

僕
た
ち
の
提
案
、

し
っ
か
り

受
け
止
め
て
ね
！

〝
僕
た
ち
の
思
い
を

　
　

市
長
に
届
け
よ
う
〞

　

と
す
る

　

こ
の
取
り
組
み
は
、

　

夏
の
あ
の
暑
い
日
か
ら

　

始
ま
っ
た…

中
学
生
た
ち
が

横
手
市
の
課
題
を

解
決
す
る
た
め
の

ア
イ
デ
ア
を
市
長

へ
提
案
し
ま
し
た

7.28　中学生と議員の作戦会議

11.19　議会本番

横
手
市
議
会

横
手
市
議
会

横
手
市
議
会

サ
ミ
ッ
ト
創
快

サ
ミ
ッ
ト
創
快

サ
ミ
ッ
ト
創
快

こ
の
取
り
組
み
を

来
年
度
に

つ
な
げ
る
た
め
、

12
月
に
は
、

議
員
と
一
緒
に

振
り
返
り
を

し
た
よ
！
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非
公
募
で
の
指
定
管
理
者
選
定
は
適
正
？

◆
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て
（
障
害
者
支
援
施
設
「
大
和
更
生
園
」

「
ユ
ー
・
ホ
ッ
プ
ハ
ウ
ス
」、
障
害
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
「
や
が
し
わ
」「
か
み
た
む
ら
」）

問　
指
定
管
理
の
基
本
は
市
の
施
策
が
反
映

さ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
そ
れ
が
担
保
で
き
る

か
だ
。市
直
営
で
運
営
す
る
以
上
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
法
人
を
選
定
す
べ
き
だ
し
、
公
募

に
よ
り
今
よ
り
良
い
提
案
が
出
る
可
能
性
も

あ
る
。公
募
し
な
い
こ
と
に
違
和
感
が
あ
る
。

答　
事
業
運
営
の
継
続
性
を
重
要
視
し
た
。

入
所
者
が
毎
日
顔
を
合
わ
せ
る
支
援
員
が
突

然
変
わ
る
と
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
も
あ
る
た

め
、継
続
し
た
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
と
判
断
し
、

非
公
募
で
の
選
定
と
し
た
。

問　
継
続
性
を
重
要
視
す
る
と
な
れ
ば
、
そ

の
ま
ま
同
じ
法
人
が
更
新
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。市
は
、指
定
管
理
の
意
味
や
、メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
を
全
く
理
解
し
て
い
な
い
と
感

じ
る
が
。

答　
今
後
、
こ
の
施
設
は
譲
渡
の
方
向
で
考

え
て
い
る
。
３
年
間
の
指
定
管
理
期
間
内
に

譲
渡
に
向
け
て
進
め
た
い
。
こ
こ
で
公
募
す

る
こ
と
で
、
指
定
管
理
者
が
変
わ
る
こ
と
は

利
用
者
に
と
っ
て
不
利
益
と
判
断
し
た
。

市立病院では発熱などの感染
可能性のある方がPCR検査の
対象となります

ＰＣＲ検査キット

福祉施設の安心安全な運営は
引き続き市の責務で

横手市議会ホームページ厚生常任委員会の
ページがご覧いただけます。

厚生常任委員会

厚生常任委員 立身万千子・本 間 利 博・佐 藤 忠 久・齋 藤 光 司・佐 藤 誠 洋・寿松木　孝・髙 𣘺 聖 悟・山 形 健 二

「
施
設
の
指
定
管
理
は
公
募
が
基

本
と
思
う
。
終
了
時
期
が
決
ま

っ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
十
分
な
情
報
提
供

や
協
議
が
さ
れ
ず
、
当
局
で
一
方
的
に
非
公

募
と
決
定
さ
れ
た
こ
と
は
非
常
に
遺
憾
だ
。

し
か
し
、
質
疑
を
通
し
て
、
現
状
の
指
定
管

理
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
分
か
っ

た
。
も
し
、
こ
の
指
定
管
理
が
行
わ
れ
な
か

っ
た
場
合
の
入
所
者
の
不
利
益
を
考
え
る
と

現
実
的
で
は
な
い
と
考
え
る
。」

　
起
立
採
決
の
結
果
、
出
席
者
起
立
全
員
に

よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
た
。

　
　

　
　

譲
渡
後
も
問
題
な
く
運
営
で
き
る
の
？

◆
県
南
愛
児
園
設
置
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

◆
財
産
の
無
償
譲
渡（
県
南
愛
児
園「
ド
リ
ー

ム
ハ
ウ
ス
」）

問　
施
設
に
は
他
市
町
村
の
方
も
入
所
し
て

い
る
と
思
う
が
、ス
ム
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
の
か
。

答　
県
が
他
市
町
村
と
連
絡
を
取
り
な
が
ら
、

案
件
ご
と
に
会
議
を
開
き
対
応
し
て
い
る
。

民
営
化
さ
れ
て
も
そ
の
対
応
は
変
わ
ら
な
い
。

問　
譲
渡
す
る
際
、
建
物
は
現
状
の
ま
ま
引

き
渡
し
す
る
の
か
。

答　
現
状
の
ま
ま
で
の
譲
渡
と
考
え
て
い
る
。

今
後
修
繕
を
行
う
場
合
、
法
人
の
意
向
に
応

じ
、
国
・
県
の
補
助
制
度
を
活
用
し
て
い
く
。

賛成

　
　

　
　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
対
象
者
拡
大
は
可
能
？

◆
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

問　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
機
等
の
医
療
機
器
は
、
一

般
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
検
査
以
外

に
、
市
独
自
の
活
用
も
で
き
る
の
か
。

答　
補
助
事
業
の
趣
旨
か
ら
、
独
自
で
全
く

の
無
症
状
者
を
検
査
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

問　
機
器
を
導
入
し
て
も
制
限
が
あ
っ
て
活

用
で
き
な
い
の
は
も
っ
た
い
な
い
。
他
市
で

は
不
安
を
感
じ
て
い
る
人
が
検
査
を
受
け
ら

れ
る
事
例
も
あ
る
が
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答　
無
症
状
者
等
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
感
度
は

40
％
ま
で
下
が
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
、

感
染
し
て
い
な
い
の
に
陽
性
判
定
が
出
た
場

合
に
は
当
事
者
に
大
き
な
負
担
が
か
か
る
。

加
え
て
、
偽
陰
性
の
場
合
も
あ
り
、
検
査
で

陰
性
と
な
っ
た
こ
と
で
安
心
し
て
し
ま
う
こ

と
が
最
も
懸
念
さ
れ
る
。

指定管理が継続されることになった
「ユー・ホップハウス」

賛否が分かれた議案と審議結果
・この他の議案は全員賛成により可決されました。
○：賛成　●：反対　退:退席　※播磨博一議長は採決に加わりません。

　賛　成
　反　対
青山　　豊
加藤　勝義
奥山　豊和
佐藤　誠洋
髙𣘺　聖悟
木村　清貴
山形　健二
大日向香輝
菅原亀代嗣
菅原　正志
齋藤　光司
菅原　惠悦
寿松木　孝
播磨　博一
塩田　　勉
佐々木喜一
遠藤　忠裕
小野　正伸
佐藤　清春
佐藤　忠久
鈴木　勝雄
立身万千子
土田百合子
髙橋　和樹
本間　利博

23
0
○
○
○
○
退
○
○
○
○
○
○
○
○
－
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

4
19
退
●
●
●
○
○
●
●
●
●
●
●
●
－
●
●
●
●
●
●
○
○
●
●
●

4
19
退
●
●
●
○
○
●
●
●
●
●
●
●
－
●
●
●
●
●
●
○
○
●
●
●

表 決 数

新風の会

市民の会

さきがけ

新 政 会

日本共産党

公 明 党
み ら い
新 緑 会

議決結果 不採択不採択原案可決

案
件
名

会
派
・
議
員
名

陳情の審査結果

不採択

採択

議案Pick Up

　12月定例議会は11月30日から12月16日まで
の日程で開催され、市民生活に密着するさま
ざまな議案について、各常任委員会に分か
れて詳細な審査を行いました。（P.5～P.7）

■市立保育園の民営化
　公立保育所民営化計画に基づき、4月 1日より、
　川西保育所と十文字保育所が民営化されます。
■公の施設の指定管理
•障害者支援施設 「大和更生園」「ユー・ホップハウ
ス」、障害者グループホーム「やがしわ」「かみたむ
ら」の指定管理期間終了に伴い、現在の運営法人が
非公募にて指定管理者に指定されました。
•「横手体育館」「横手武道館」の指定管理期間終了に
伴い、引き続き市体育協会が、非公募にて指定管理
者に指定されました。
■空き公共施設の利活用
旧金沢中学校を無償・減額貸し付けしていた企業
から撤退の申し入れを受け、新たな利活用者の公
募を行った結果、3月1日より、ナメコなどを生産
する地元企業への貸し付けが決まりました。
■人事
•伊藤孝俊氏の教育長の再任に同意しました。
•大嶋秀夫氏の公平委員の再任に同意しました。

10月臨時議会の概要

「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
発
効
へ
、
た
だ
ち

に
条
約
の
署
名
・
批
准
を
実
施
す
る
よ
う

意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情

唯
一
の
戦
争
被
爆
国
日
本
政
府
に
核
兵
器

禁
止
条
約
の
署
名
・
批
准
を
求
め
る
陳
情

に
つ
い
て

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
横
手
市
障
害
者
支
援
施
設
大
和
更
生
園
、
横
手
市

障
害
者
支
援
施
設
ユ
ー
・
ホ
ッ
プ
ハ
ウ
ス
、
横
手

市
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
や
が
し
わ
」、
横
手

市
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
か
み
た
む
ら
」）

〇「核兵器禁止条約」発効へ、ただちに条約の署名・批准
を実施するよう意見書提出を求める陳情

(新日本婦人の会横手支部支部長　高階　泰子 氏)
〇唯一の戦争被爆国日本政府に核兵器禁止条約の署名・批
准を求める陳情について
　　　(平和・民主・革新の日本をめざす横手市の会　    
　　　　〈横手市革新懇〉代表世話人　小野　則夫 氏)

〇安全・安心の医療・介護の実現と、国民のいのちと健康
を守るため、国に意見書提出を求める陳情 
　(秋田県医療労働組合連合会 執行委員長 石川　洋基 氏)
〇「新型コロナ対策を強化し、安心して介護を継続できる
ようにするために介護施策の改善を国に求める」意見書
提出の陳情    

(秋田県社会保障推進協議会 会長　佐藤　幸美 氏)
〇「新型コロナウイルス感染症を教訓に感染症対策を含め
た地域医療構想に見直しすること」を国に求める意見書
提出の陳情    

(秋田県社会保障推進協議会 会長　佐藤　幸美 氏)

会議資料と
審議結果はこち
らからご覧いた
だけます。

　10月28日、新型コロナウイルス感染症対策に関
連する補正予算を審査するため、臨時議会が開かれ
ました。
　市内各保育所における感染症防止のための備品購
入、「横手市帰国者・接触者外来（仮設診療所）」
の設置期間を延長、秋田県プレミアム宿泊券事業延
長への対応、小学校トイレ洋式化事業について審査
し、いずれも全会一致により可決しました。

討論

請願（陳情）の提出期限が
変更になります

お知らせ

3月議会から、議会開会10日前の午後
5時までに提出された請願（陳情）を、
その定例会で審査します。

請願・陳情については
こちらをご覧ください。

審査するための
時間を十分に確保し、
議事の充実を
図ります！
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総務文教常任委員会

総務文教常任委員 青 山　豊・菅原亀代嗣・奥 山 豊 和・佐 藤 清 春・佐々木喜一・土田百合子・大日向香輝・小 野 正 伸

地域の結束力を高め、市民みんなの力で雪対策を

産業建設常任委員会

産業建設常任委員 加 藤 勝 義・鈴 木 勝 雄・木 村 清 貴・遠 藤 忠 裕・髙 橋 和 樹・菅 原 正 志・菅 原 惠 悦・塩 田　勉

　
　

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
経
営
支
援
を

◆
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
11
号
）

問　
中
小
企
業
経
営
安
定
化
基
金
積
立
金
は
、

今
回
新
た
に
創
設
さ
れ
る
基
金
だ
が
、
国
や

県
か
ら
の
指
示
が
あ
っ
て
創
設
さ
れ
る
も
の

か
。

答　
横
手
市
独
自
に
創
設
す
る
も
の
だ
。
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
の
使
い
方
と
し
て
認
め
ら
れ
て
お
り
、
横

手
市
と
し
て
利
子
補
給
を
行
う
た
め
の
財
源

と
す
る
。

◆
横
手
市
中
小
企
業
経
営
安
定
化
基
金
条
例

問　
こ
の
基
金
は
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る

の
か
。

答　
秋
田
県
の
中
小
企
業
融
資
制
度
経
営
安

定
資
金
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け

て
い
る
中
小
企
業
者
に
対
し
て
３
年
間
無
利

子
で
融
資
を
行
う
。こ
の
基
金
は
、そ
の
融
資

無
利
子
期
間
が
終
了
し
た
４
年
目
以
降
も
横

手
市
独
自
で
利
子
補
給
等
を
行
い
、
中
小
企

業
を
支
援
し
て
い
く
た
め
の
財
源
と
す
る
。

　
後
年
度
に
お
け
る
一
般
財
源
か
ら
の
支
出

を
軽
減
す
る
た
め
、
国
の
交
付
金
を
活
用
し

基
金
に
積
み
立
て
、
利
子
補
給
等
の
財
源
と

し
て
使
っ
て
い
く
。

新型コロナに負けないように
中小企業への経営支援を

横手市議会ホームページ産業建設常任委員会
のページがご覧いただけます。

鉛
を
含
む
塗
料
は
ほ
か
に
も
使
っ
て
い
る
？

◆
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
11
号
）

問　
橋
り
ょ
う
補
修
工
事
に
お
い
て
、塗
料
か

ら
鉛
が
検
出
さ
れ
た
た
め
に
環
境
対
策
費
な

ど
を
増
額
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、同
じ
年
代
に

建
設
さ
れ
た
も
の
に
も
同
じ
よ
う
に
鉛
が
含
ま

れ
て
い
る
の
か
。

答　
造
ら
れ
た
年
代
が
要
因
と
は
限
ら
な
い

と
思
わ
れ
る
。
今
回
は
、
念
の
た
め
に
塗
料

を
検
査
し
た
と
こ
ろ
鉛
が
検
出
さ
れ
た
も
の

だ
。
今
後
は
、
詳
細
設
計
の
段
階
で
調
べ
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

雪
に
強
い
横
手
市
に
す
る
た
め
に

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
生
か
し
て
い
き
ま
す

　
横
手
市
で
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
第
３
期
横
手
市
総
合
雪
対
策

基
本
計
画
を
策
定
中
で
す
。

　
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
議
会
報

告
会
・
意
見
交
換
会
で
皆
さ
ん
か
ら
お
聴

き
し
た
ご
意
見
も
反
映
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
、

議
会
も
一
体
に
な
っ
て
計
画
策
定
に
協
力

し
、
よ
り
地
域
の
結
束
力
を
高
め
、
市
民

み
ん
な
の
力
で
雪
に
強
い
横
手
市
を
つ
く

り
あ
げ
て
い
け
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

利子補給金
返済

利子補給金

融資

返済

市内金融機関 市内中小企業

元金 元金

秋田県経営安定資金(危機対策枠)を
横手市内中小企業が利用した場合

利子
利子

※市内中小企業の
自己負担実質ゼロ

秋田県及び横手市

横手市
（４年目～10年目まで）

秋田県
（1～3年目まで）

　　
　

安
心
し
て
使
っ
て
い
た
だ
け
る
の
か
？

◆
財
産
の
無
償
貸
付
け
及
び
減
額
貸
付
け
に

つ
い
て
（
旧
金
沢
中
学
校
）

問　
建
物
自
体
が
老
朽
化
し
、特
に
屋
根
の
腐

食
が
進
ん
で
い
る
。補
修
は
ど
の
よ
う
に
な
る

の
か
。

答　
現
状
の
ま
ま
で
貸
し
付
け
し
、
補
修
は

借
り
主
の
負
担
で
行
う
こ
と
を
要
綱
に
明
示

し
て
い
る
。
で
き
る
だ
け
補
修
し
て
長
く
利

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
利
活
用
で
き
な

く
な
っ
た
場
合
は
解
体
す
る
こ
と
も
想
定
し

て
い
る
。

問　
契
約
期
間
中
は
安
全
だ
と
言
え
な
い
状

態
で
民
間
に
貸
し
付
け
る
こ
と
に
疑
問
を
感

じ
る
。台
風
や
大
雪
、地
震
等
の
自
然
災
害
に

も
耐
え
得
る
か
の
診
断
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

答　
建
物
の
診
断
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
耐

震
基
準
は
満
た
し
て
お
り
、
す
ぐ
に
危
険
な

状
態
に
な
る
と
は
考
え
に
く
い
。
万
が
一
、

建
物
が
災
害
等
に
あ
っ
た
際
に
は
市
側
の
保

険
が
適
用
と
な
る
。

問　
い
つ
ま
で
利
用
可
能
か
期
限
を
設
け
ず

に
貸
し
続
け
る
こ
と
は
無
責
任
で
は
。

答　
借
り
主
に
は
現
状
に
納
得
し
た
上
で
利

用
し
て
い
た
だ
く
。
期
限
を
設
け
る
た
め
に

は
、
利
活
用
者
の
募
集
の
段
階
で
周
知
す
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

所管事務調査で
旧金沢中学校を視察

活発な委員会審査の様子

ふるさと納税の増加は、市内事業者・
生産者の収入増加にもつながります

公の施設の維持・指定管理に
しっかりとした方向性を

横手市議会ホームページ総務文教常任委員会
のページがご覧いただけます。

　

非
公
募
の
指
定
管
理
者
更
新
は
安
易
で
は
？

◆
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て
（
横
手
体
育
館
・
横
手
武
道
館
）

問　
非
公
募
で
契
約
を
更
新
す
る
の
で
認
め

て
ほ
し
い
と
い
う
や
り
方
は
安
易
で
は
な
い
か
。

過
去
に
は
、管
理
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら

契
約
途
中
で
や
め
た
例
も
あ
っ
た
が
。

答　
横
手
市
指
定
管
理
者
制
度
に
関
す
る
運

用
指
針
で
、
公
の
施
設
の
目
的
、
規
模
、
機

能
等
を
考
慮
し
た
結
果
、
特
定
の
団
体
に
管

理
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
特
に
必
要
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
公
募
に
よ
ら
ず
選
定

で
き
る
と
し
て
い
る
。

　
今
回
の
件
は
、
管
理
者
が
変
わ
る
と
サ
ー

ビ
ス
の
継
続
性
が
保
て
な
く
な
る
ほ
か
、
こ

の
団
体
は
市
内
で
唯
一
の
体
育
関
係
の
統
括

団
体
で
あ
り
、
行
政
と
の
連
携
も
取
り
や
す

い
。
さ
ら
に
は
、
自
主
事
業
の
展
開
に
よ
る

利
用
者
な
ら
び
に
収
入
の
増
加
、
利
用
者
の

声
を
反
映
し
た
柔
軟
な
運
営
と
い
う
実
績
が

あ
る
た
め
、
非
公
募
と
し
た
。

問　
指
定
管
理
者
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
の
導
入
に
よ
り
、
財
政

負
担
の
圧
縮
や
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
ろ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
増
加
へ
の
取
り
組
み
は
？

◆
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
11
号
）

問　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、
国
の
通
達

で
寄
附
額
に
対
す
る
経
費
の
総
額
が
50
％
を

超
え
て
は
な
ら
な
い
と
な
っ
て
い
る
が
、
今

回
の
補
正
予
算
で
は
歳
入
に
対
す
る
歳
出
の

割
合
が
57
％
に
な
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

答　
巣
ご
も
り
需
要
の
影
響
か
ら
か
10
月
末

時
点
の
寄
附
額
は
前
年
比
約
１
４
８
％
と

な
っ
て
い
る
ほ
か
、年
末
は
最
も
寄
附
額
が
増

え
る
時
期
で
も
あ
り
、返
礼
品
の
発
送
に
不

足
が
生
じ
な
い
よ
う
予
算
措
置
し
た
。寄
附

金
受
領
証
の
発
行
等
、経
費
と
し
て
計
上
し

な
い
も
の
も
あ
る
。最
終
的
に
は
経
費
の
総

額
が
50
％
以
下
と
な
る
よ
う
運
営
し
て
い
る
。

問　
返
礼
品
の
返
礼
割
合
を
上
限
ま
で
上
げ

る
こ
と
を
検
討
で
き
な
い
か
。

答　
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
運
営
事
業
者
へ

の
手
数
料
見

直
し
な
ど
経

費
削
減
に
努

め
、そ
の
分

を
返
礼
品
に

充
て
る
努
力

を
し
て
い
き

た
い
。

横手市中小企業経営安定化基金を活用して行う利子補給



一般質問一般質問

あなたと市議会　第65号　2021.1.15　８９　あなたと市議会　第65号　2021.1.15

未
実
施
地
区
に
お
い
て
は
、
地
区

会
議
や
公
民
館
な
ど
の
区
割
り
に
と
ら

わ
れ
な
い
考
え
方
も
必
要
で
は
。

地
域
特
性
を
考
慮
し
、
対
話
を
重

ね
、
主
体
性
や
参
画
意
識
の
醸
成
を
図

り
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

運
営
協
議
会
委
員
と
し
て
、
10
代

に
も
参
画
し
て
も
ら
っ
て
は
ど
う
か
。

現
在
は
20
代
以
上
で
構
成
さ
れ
て

い
る
が
、
学
生
な
ど
の
若
い
世
代
に

は
、
関
係
の
あ
る
テ
ー
マ
に
参
画
い
た

だ
く
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
い
。

委
員
に
手
当
を
支
給
す
れ
ば
、
取

り
組
み
の
質
が
向
上
す
る
の
で
は
。

今
後
は
、
何
ら
か
の
形
で
謝
意
を

表
す
こ
と
を
検
討
し
た
い
。

●
小
中
学
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
は

洋
式
化
率
の
低
い
学
校
に
今
後
ど

の
よ
う
に
整
備
し
て
い
く
の
か
。

全
国
水
準
以
上
の
洋
式
化
率
を
目

標
に
、
大
規
模
改
修
時
の
整
備
を
含

め
、
計
画
的
な
整
備
を
進
め
る
。

●
魅
力
あ
る
図
書
館
運
営
は

図
書
購
入
費
減
額
の
中
、
ど
の
よ

う
に
魅
力
を
創
出
し
て
い
る
の
か
。

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
図
書
の
選
定
に

努
め
て
い
る
。
ま
た
、
大
人
の
た
め
の

お
は
な
し
会
の
開
催
な
ど
、
読
書
に
親

し
ん
で
も
ら
う
工
夫
を
し
て
い
る
。

●
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
支
援

プ
レ
ス
テ
ー
ジ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

が
、来
季
か
ら
Ｗ
リ
ー
グ
に
参
戦
す
る
。

市
と
し
て
支
援
は
考
え
て
い
る
か
。

地
域
の
チ
ー
ム
と
思
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
努
力
す
る
。

地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
化
へ
の
新
た
な
切
り
口
は

参
画
意
識
の
醸
成
を
図
り
進
め
る

菅
　
原
　
正
　
志
　
議
員

加
　
藤
　
勝
　
義
　
議
員

す
が
わ
ら　
た
だ
し

か
と
う　
か
つ
よ
し

ＱＡ

こ
れ
ま
で
、
防
災
行
政
無
線
の
必

要
性
を
提
案
し
て
き
た
が
、
デ
ジ
タ
ル

に
移
行
し
な
い
で
廃
止
す
る
と
し
て
い

る
。
情
報
通
信
技
術
が
日
々
進
化
し
、

さ
ら
に
低
廉
化
し
て
い
る
中
で
２
８
０

Ｍ
Ｈ
ｚ
同
報
無
線
（
ポ
ケ
ベ
ル
電
波
）

を
利
用
し
た
、
横
手
市
全
域
へ
の
防
災

行
政
無
線
を
提
案
す
る
。

提
案
の
あ
っ
た
２
８
０
Ｍ
Ｈｚ
同
報

無
線
も
、有
効
な
伝
達
手
段
だ
が
、全
国

的
な
先
進
事
例
や
、今
後
新
た
に
開
発

さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
情
報
収
集
に

努
め
て
い
く
。

現
在
の
防
災
行
政
無
線
を
更
新
し

な
い
理
由
が
財
源
な
ら
ば
、
デ
ジ
タ
ル

に
移
行
す
る
際
に
、
国
か
ら
７
割
の
地

方
財
政
措
置
制
度
も
あ
っ
た
。
今
年
度

で
終
了
す
る
事
業
だ
が
、
市
と
し
て
情

報
を
逃
し
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
合

併
に
よ
り
広
域
と
な
り
、
整
備
に
多
く

の
予
算
が
か
か
る
の
で
あ
れ
ば
、
合
併

特
例
債
を
利
用
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

チ
ャ
ン
ス
を
逃
し
た
と
思
わ
れ
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
防
災
行
政
無
線
を

廃
止
し
、
防
災
ラ
ジ
オ
に
切
り
替
え
る

こ
と
は
既
に
決
め
て
い
た
。
そ
の
た
め

に
こ
の
予
算
を
使
う
こ
と
に
は
な
っ
て

い
な
か
っ
た
。
合
併
特
例
債
を
使
う
こ

と
も
考
え
て
い
な
い
。

廃
止
す
る
防
災
行
政
無
線
の
代
替

と
す
る
と
し
て
い
る
防
災
ラ
ジ
オ
を
全

戸
貸
与
し
な
い
の
は
、
以
前
に
有
償
で

取
得
し
た
市
民
が
い
る
か
ら
か
。

そ
の
こ
と
も
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い

る
。
現
時
点
で
は
対
象
者
以
外
へ
の
貸

与
は
考
え
て
い
な
い
。

ポ
ケ
ベ
ル
電
波
を
利
用
し
た
防
災
行
政
無
線
を

有
効
な
伝
達
手
段
だ
が
、
情
報
収
集
に
努
め
る

ＱＡ

６
月
議
会
で
「
温
泉
施
設
の
返
還

の
結
果
を
踏
ま
え
、
改
め
て
市
民
、
議

会
の
皆
様
と
協
議
を
重
ね
、
市
長
と
し

て
の
責
任
を
果
た
し
た
い
」
と
答
弁
が

あ
っ
た
が
、
そ
の
具
体
的
な
行
動
は
。

休
業
、
返
還
意
向
が
示
さ
れ
た
本

年
の
春
以
降
、「
ゆ
ー
ら
く
」の
建
物
老

朽
度
や
改
修
工
事
を
見
極
め
る
た
め
の

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
、
休
業

や
返
還
施
設
の
現
状
等
に
関
す
る
説
明

会
を
増
田
地
域
で
複
数
回
開
催
し
た
。

説
明
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
市
の
取

り
組
み
や
運
営
再
開
の
め
ど
に
関
し
、

厳
し
い
ご
意
見
、
ご
提
案
を
い
た
だ
い

た
が
、「
ゆ
ー
ら
く
」の
状
況
確
認
に
時

間
を
要
し
、
改
修
工
事
に
多
額
の
投
資

が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。　

温
泉
施
設
の
方
向
性
案
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
具
体
的
な
説
明
が
で
き
な
か
っ

た
こ
と
を
率
直
に
お
詫
び
す
る
。

６
月
議
会
で
市
営
温
泉
施
設
の
今

後
の
方
向
性
に
つ
い
て
「
民
間
シ
フ
ト

化
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。
新
型
コ
ロ

ナ
の
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、
民
間
譲

渡
の
で
き
な
か
っ
た
施
設
の
最
終
的
な

方
向
性
を
含
め
、
時
期
を
見
て
市
民
、

議
員
と
協
議
を
し
た
い
」
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
が
、そ
の
具
体
的
な
方
向
性
は
。

今
後
も
民
間
シ
フ
ト
化
を
進
め
た

い
。
国
内
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
数
が

再
び
増
加
に
転
じ
、
収
束
が
見
通
せ
な

い
現
状
だ
が
、
休
館
中
の
施
設
の
状
況

も
考
慮
し
、
市
民
、
議
員
と
の
意
見
交

換
を
行
い
最
終
的
な
方
向
性
の
案
を
決

定
し
て
い
く
。

寿
松
木
　
　
孝
　
議
員

事
業
主
か
ら
の
休
業
手
当
を
受
け

取
っ
て
い
な
い
非
正
規
労
働
者
に
対
し
、

国
の
制
度
の
周
知
徹
底
を
。

派
遣
社
員
も
含
め
、
申
請
で
き
る

こ
と
を
広
く
知
ら
せ
て
い
く
。

市
出
身
学
生
を
支
援
す
る
た
め
、

食
料
品
の
仕
送
り
策
を
検
討
し
て
は
。

地
元
の
特
産
品
を
送
る
事
業
の
実

施
を
指
示
し
て
お
り
、年
内
に
申
請
を

受
け
付
け
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
る
。

●
災
害
時
要
支
援
者
名
簿
の
作
成
は

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
が
課
題
だ

が
、
地
域
固
有
の
難
し
さ
が
あ
る
。
社

会
福
祉
協
議
会
と
市
担
当
課
の
連
携
強

化
が
重
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

社
会
福
祉
協
議
会
や
地
域
の
団
体

な
ど
の
協
力
を
得
て
名
簿
を
整
備
し
て

い
る
。
災
害
時
の
み
な
ら
ず
、
平
時
か

ら
の
見
守
り
活
動
に
も
名
簿
を
活
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

●
公
共
施
設
の
使
用
料
に
つ
い
て

合
併
後
15
年
目
で
生
涯
学
習
団
体

の
施
設
使
用
料
を
整
備
す
る
条
例
が
で

き
た
が
、
減
免
の
取
り
扱
い
を
は
じ
め

運
用
基
準
が
登
録
団
体
に
周
知
さ
れ
て

い
な
い
と
感
じ
る
。
市
民
の
文
化
・
芸

術
・
社
会
貢
献
活
動
を
広
く
支
援
で
き

る
よ
う
、
市
と
し
て
き
め
細
か
く
配
慮

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

施
設
使
用
団
体
の
形
態
を
再
分
類

し
、
市
の
共
通
ル
ー
ル
と
し
て
９
月
か

ら
規
則
を
運
用
し
た
。
今
後
、
さ
ら
に

活
動
内
容
を
詳
し
く
聴
き
、
よ
り
丁
寧

な
説
明
を
心
が
け
て
い
く
。
改
正
が
必

要
と
判
断
さ
れ
る
場
合
、
使
用
料
の
見

直
し
の
時
期
に
修
正
し
た
い
。

す
ず
き　
こ
う

立
　
身
　
万
千
子
　
議
員

た
つ
み　
ま
ち
こ

市
民
、
議
員
と
の
意
見
交
換
を
重
ね
る

温
泉
施
設
の
今
後
の
方
向
性
は

ＱＡ

非
正
規
労
働
者
に
休
業
支
援
金
の
申
請
支
援
を

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
対
象
者
に
周
知
す
る

ＱＡ

こども食堂も生涯学習として支援すべき 今後廃止される防災行政無線

問問 答答問答問答問答

答 問答

問

問答問問問 答答

答

問問 答

答問答

市に返還された温泉２施設
（さわらび・ゆーらく）

地区交流センター化した金沢地区
の事業「金澤伝統芸能フェスタ」

問答
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令
和
４
年
11
月
に
廃
止
と
な
る
防

災
行
政
無
線
の
代
わ
り
に
な
る
緊
急
割

込
放
送
は
、
一
般
の
ラ
ジ
オ
で
も
受
信

で
き
る
。市
民
に
対
し
丁
寧
な
周
知
と
、

一
部
受
信
状
態
の
悪
い
ご
家
庭
で
の
受

信
試
験
や
ア
ン
テ
ナ
の
設
置
、
利
用
方

法
の
説
明
を
実
施
す
べ
き
で
は
。

全
市
を
挙
げ
て
、
ま
だ
ご
理
解
い

た
だ
い
て
な
い
方
も
含
め
、
再
度
周
知

し
た
い
。
電
波
の
弱
い
ご
家
庭
に
は

個
々
に
足
を
運
ん
で
対
応
し
た
い
。

災
害
時
の
情
報
発
信
が
脆
弱
で
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
。
緊
急
割
込
放
送
シ

ス
テ
ム
で
回
線
が
遮
断
さ
れ
た
場
合
で

も
機
能
で
き
る
よ
う
に
、
改
善
の
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
。

横
手
か
ま
く
ら
Ｆ
Ｍ
か
ら
本
庁
舎

の
ア
ン
テ
ナ
間
の
ラ
イ
ン
は
電
話
回
線

だ
け
で
あ
り
、
大
規
模
地
震
の
際
な
ど

は
緊
急
割
込
放
送
が
遮
断
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
る
。
調
査
の
上
回
答
し
た
い
。

災
害
時
、
公
用
車
や
公
共
施
設
、

避
難
所
等
へ
の
燃
料
の
優
先
供
給
や
調

達
に
つ
い
て
、
有
事
の
際
に
最
低
限
必

要
な
燃
料
の
種
類
や
数
量
を
把
握
し
マ

ニ
ュ
ア
ル
化
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

最
低
限
の
必
要
数
は
精
査
し
て
い

な
い
。
ま
た
、
災
害
応
援
協
定
を
結
ん

で
い
る
事
業
所
が
必
ず
し
も
市
が
必
要

と
す
る
燃
料
を
全
て
賄
え
る
と
は
考
え

に
く
い
。
バ
ル
ク
供
給
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
は

仙
台
か
ら
市
内
の
充
填
所
ま
で
最
低
半

日
を
要
す
る
と
想
定
し
て
い
る
。

■
そ
の
他
の
質
問

・
第
3
期
横
手
市
総
合
雪
対
策
基
本
計

画
の
策
定
に
つ
い
て

ラ
ジ
オ
を
使
用
し
た
災
害
情
報
発
信
の
周
知
は

市
民
に
対
し
て
丁
寧
に
周
知
説
明
し
た
い

髙
　
橋
　
和
　
樹
　
議
員

土
　
田
　
百
合
子
　
議
員

た
か
は
し　
か
ず
き

つ
ち
だ　
ゆ
り
こ

ＱＡ

市
税
等
納
付
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
。

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
を
使
っ
て
の
納
付

の
ほ
か
、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
、
東
北
地

方
の
各
郵
便
局
で
も
納
付
で
き
る
よ
う

に
な
る
。

今
後
、市
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
や
、市
報

の
４
月
１
日
号
に
概
略
を
掲
載
す
る
。

ま
た
、５
月
か
ら
順
次
発
送
す
る
納
税

通
知
書
等
に
、コ
ン
ビ
ニ
、ス
マ
ホ
ア
プ

リ
で
の
納
付
方
法
等
を
記
載
し
た
チ
ラ

シ
を
同
封
し
お
知
ら
せ
す
る
。公
共
料

金
納
付
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
に
つ
い
て

は
、取
り
扱
い
が
可
能
と
判
断
で
き
る

と
こ
ろ
か
ら
拡
大
し
て
い
き
た
い
。

行
政
手
続
き
に
お
け
る
押
印
廃
止

と
書
面
主
義
の
見
直
し
を
。

市
民
の
利
便
性
の
向
上
に
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
、
積
極
的
に
進
め
る
。

準
備
が
整
っ
た
も
の
か
ら
順
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
必
要
最
低

限
の
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
進
め
て
ほ
し

い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

電
話
を
用
い
た
再
来
診
療
の
実
施

お
よ
び
、処
方
箋
の
調
剤
薬
局
へ
の
フ
ァ

ク
ス
送
信
サ
ー
ビ
ス
を
市
立
病
院
で
い

ち
早
く
実
施
し
て
い
る
。
導
入
に
つ
い

て
は
、
患
者
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、

有
効
性
や
医
療
の
質
の
向
上
、
健
全
経

営
等
を
総
合
的
に
判
断
し
検
討
す
る
。

■
そ
の
他
の
質
問

・
横
手
市
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点

に
お
け
る
相
談
体
制
や
人
材
確
保
な
ど

の
取
り
組
み
、
子
育
て
支
援
拠
点
の
相

談
所
の
改
善
に
つ
い
て

市
税
等
の
コ
ン
ビ
ニ
納
付
と
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
導
入
を

令
和
３
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る

ＱＡ

防災時はラジオでの情報収集が重要

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
本
部
の
体
制
と

対
処
方
針
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

市
長
が
本
部
長
、
危
機
管
理
課
と

健
康
推
進
課
が
事
務
局
を
務
め
、
全
庁

を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
基
本
的

な
感
染
症
対
策
の
徹
底
や
対
応
フ
ロ
ー

の
作
成
を
行
い
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

自
然
災
害
の
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
策
定
し
た
。
避
難
所
に
必
要
な
物
品

の
配
備
を
進
め
有
事
に
備
え
た
い
。

高
齢
者
や
基
礎
疾
患
を
持
つ
家
族

が
い
る
方
や
、
無
症
状
だ
が
感
染
が
心

配
さ
れ
る
方
の
相
談
・
受
診
・
検
査
は
。

症
状
が
あ
る
場
合
は
か
か
り
つ
け

医
に
電
話
し
相
談
す
る
よ
う
に
な
る
が
、

高
齢
者
や
基
礎
疾
患
を
持
つ
家
族
が
い

る
方
は
状
況
等
を
確
認
し
、
必
要
に
応

じ
て
受
診
す
る
よ
う
案
内
す
る
。
無
症

状
だ
が
感
染
が
心
配
さ
れ
る
方
へ
の
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
は
、
有
効
性
に
疑
問
が
あ
る

こ
と
や
、
症
状
の
あ
る
方
を
優
先
す
る

意
味
か
ら
実
施
し
な
い
。

感
染
さ
れ
た
方
や
関
係
者
へ
の
誹

謗
中
傷
な
ど
の
人
権
侵
害
を
防
ぐ
た
め

の
宣
言
が
必
要
と
考
え
る
。
感
染
者
へ

の
風
評
被
害
を
防
ぐ
た
め
の
方
策
を
ど

う
す
る
の
か
。

差
別
を
な
く
す
た
め
、
正
し
く
理

解
し
て
正
し
く
恐
れ
、
相
手
を
思
い
や

る
気
持
ち
を
持
っ
て
行
動
し
て
ほ
し
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
費
は
市
民
全
員

に
行
き
渡
る
よ
う
、
給
付
型
が
必
要
。

活
用
に
つ
い
て
基
本
的
な
考
え
は
。

感
染
拡
大
の
防
止
を
行
い
な
が
ら
、

雇
用
の
維
持
と
事
業
の
継
続
に
重
点
的

に
予
算
を
配
分
し
て
い
く
。

本
　
間
　
利
　
博
　
議
員

市
は
、地
域
課
題
解
決
に
向
け
た

住
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
地
域
づ
く

り
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
を
目
指
し
、

公
民
館
の
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
化
に
取

り
組
ん
で
い
る
。現
場
の
最
前
線
で
、市

民
協
働
の
要
と
な
る
地
域
局
の
役
割
は
。

住
民
と
の
対
話
を
通
じ
地
区
交
流

セ
ン
タ
ー
化
へ
の
理
解
を
深
め
、
住
民

主
体
で
課
題
解
決
を
目
指
す
自
主
運
営

組
織
の
形
成
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
上
で
、
地
域
の
こ
と
は
地
域
で

で
き
る
よ
う
に
行
政
機
能
を
強
化
し
、

地
域
局
が
予
算
と
権
限
を
持
ち
合
わ
せ

る
こ
と
が
必
要
だ
。権
限
が
な
い
こ
と

で
地
域
の
独
自
性
が
失
わ
れ
、
全
市
的

な
事
業
で
な
け
れ
ば
予
算
が
つ
か
ず
切

り
捨
て
ら
れ
て
い
る
。地
域
を
平
準
化

す
る
こ
と
が
、市
長
の
考
え
る「
均
衡
あ

る
発
展
」だ
っ
た
の
か
。

予
算
の
面
で
厳
し
い
が
、
叱
咤
激

励
と
受
け
止
め
て
対
応
を
考
え
て
い
く
。

●
地
域
要
望
の
多
い
、
身
近
な
生
活
イ

ン
フ
ラ
の
更
新
に
つ
い
て

修
繕
計
画
と
総
事
業
費
見
込
み
は
。

市
が
管
理
す
る
１
２
４
９
橋
を
対

象
に
長
寿
命
化
計
画
を
策
定
し
、
今
後

50
年
で
53
億
円
の
事
業
費
を
見
込
ん
で

い
る
。
幹
線
市
道
は
５
年
で
調
査
し
、

舗
装
修
繕
計
画
を
策
定
す
る
。

対
象
と
な
る
市
道
５
０
０
㎞
は
、

総
延
長
の
４
分
の
１
弱
だ
。
残
り
の
道

路
修
繕
は
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

生
活
道
路
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
地

域
局
か
ら
の
要
望
を
踏
ま
え
予
算
に
合

わ
せ
て
補
修
を
し
て
い
き
た
い
。

ほ
ん
ま　
と
し
ひ
ろ

奥
　
山
　
豊
　
和
　
議
員

お
く
や
ま　
と
よ
か
ず

特
に
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
の
場
合
な
ど
を
想
定

市
が
想
定
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
の
有
事
と
は

ＱＡ

市
民
協
働
を
進
め
る
上
で
、地
域
局
の
機
能
強
化
を

予
算
の
面
で
厳
し
い
が
、対
応
を
考
え
る

ＱＡ

老朽化の進む生活インフラの更新
には今後莫大な予算が必要

問問 答答問問答

問 問答答 答

問答

問答問答

答問 問答

問問問 答答

答

押印廃止でスムーズな行政手続きを

新型コロナ　相談・受診方法
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災
害
時
の
避
難
行
動
支
援
に
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
を
生
か
し
た
ら
ど
う
か
。

情
報
伝
達
手
段
や
個
人
の
属
性
に

即
し
た
情
報
提
供
、
双
方
向
で
の
情
報

共
有
な
ど
活
用
で
き
る
可
能
性
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
、
新
型

コ
ロ
ナ
対
策
を
教
訓
と
し
た
新
常
態
の

図
書
館
づ
く
り
に
、
電
子
図
書
館
の
導

入
を
検
討
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

メ
リ
ッ
ト
や
ニ
ー
ズ
は
あ
る
と
思

う
が
課
題
も
あ
り
、
導
入
は
考
え
て
い

な
い
。若

者
の
雇
用
の
た
め
に
ロ
ー
カ
ル

５
Ｇ
環
境
を
整
え
、サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
の
誘
致
を
し
て
は
ど
う
か
。

ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
環
境
の
整
備
は
、

企
業
誘
致
活
動
に
お
い
て
優
位
性
を
持

つ
こ
と
と
な
り
、
そ
う
い
っ
た
視
点
も

有
効
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
地
元

就
職
を
望
む
若
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

市
外
在
住
者
も
含
め
多
く
の
皆
さ
ん
に

横
手
市
を
選
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、

多
様
な
就
業
の
場
の
確
保
に
向
け
、
誘

致
活
動
を
し
て
い
く
。

新
た
な
市
の
Ｐ
Ｒ
戦
略
と
し
て
、

ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
の「
あ
つ
森
」を
利
活
用

し
て
は
ど
う
か
。

ユ
ー
ザ
ー
数
、
発
信
力
に
着
目
す

る
と
、
仮
想
空
間
の
利
活
用
に
新
た
な

Ｐ
Ｒ
手
法
と
し
て
の
存
在
感
を
強
め
て

い
く
可
能
性
を
感
じ
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

■
そ
の
他
の
質
問

・
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
校
教
育
で
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
に
つ
い
て

災
害
時
の
避
難
行
動
支
援
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
活
用
を

可
能
性
を
探
る

髙
　
𣘺
　
聖
　
悟
　
議
員

鈴
　
木
　
勝
　
雄
　
議
員

た
か
は
し　
せ
い
ご

す
ず
き　
か
つ
お

ＱＡ

農
業
用
ド
ロ
ー
ン
は
現
場
な
ど
で

数
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
当

市
で
の
現
状
と
対
策
は
。

ド
ロ
ー
ン
導
入
支
援
に
よ
り
今
年

度
ま
で
72
台
が
導
入
さ
れ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技

術
の
導
入
に
つ
い
て
も
実
験
・
実
証
を

行
っ
て
い
る
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
自
動
走
行
シ
ス

テ
ム
を
活
用
し
た
ト
ラ
ク
タ
ー
等
の
導

入
を
検
討
す
る
法
人
も
あ
り
、
作
業
の

省
力
化
・
効
率
化
に
向
け
、
取
り
組
み

が
進
ん
で
い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

Ｊ
Ａ
と
の
園
芸
協
定
締
結
後
、
重

点
作
物
の
拡
大
・
継
続
に
対
す
る
支
援

対
策
と
し
て
、
協
定
を
前
進
さ
せ
る
た

め
の
補
助
金
を
検
討
で
き
な
い
か
。

農
地
フ
ル
活
用
や
堆
肥
セ
ン
タ
ー

を
活
用
し
た
土
づ
く
り
へ
の
支
援
な
ど
、

継
続
し
て
園
芸
作
物
に
取
り
組
め
る
よ

う
引
き
続
き
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

水
田
利
活
用
緊
急
対
策
事
業
の
か

さ
上
げ
は
市
の
単
独
事
業
だ
。
転
作
作

物
へ
の
助
成
か
さ
上
げ
を
。

交
付
単
価
は
現
状
維
持
が
前
提
だ

が
、
産
地
交
付
金
が
減
少
し
た
場
合
に

は
農
業
者
が
不
利
と
な
ら
な
い
よ
う
支

援
し
て
い
く
こ
と
を
検
討
す
る
。

県
、
農
業
委
員
会
、
Ｊ
Ａ
と
連
携

し
、
新
規
就
農
者
の
営
農
定
着
に
向

け
、
国
が
コ
ロ
ナ
禍
の
経
営
継
続
へ
の

支
援
と
し
て
機
械
・
設
備
へ
の
導
入
の

際
に
行
う
、
経
営
継
続
補
助
金
へ
の
協

調
助
成
を
検
討
で
き
な
い
か
。

国
の
事
業
の
補
助
率
が
市
の
既
存

の
事
業
と
比
較
し
て
非
常
に
高
く
、
検

討
の
結
果
、
今
回
は
市
で
の
協
調
助
成

に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

ス
マ
ー
ト
農
業
へ
の
今
後
の
支
援
策
は

導
入
支
援
で
普
及
が
進
む
も
の
と
期
待
す
る

ＱＡ

横手市政もデジタルトランスフォー
メーションを

「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
促
進
支
援

事
業
」に
つ
い
て
、昨
年
度
ま
で
の
実
績

を
踏
ま
え
た
検
証
状
況
と
、
今
年
度
の

進
捗
状
況
、来
年
度
以
降
の
方
向
性
は
。

市
内
企
業
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

に
参
加
し
た
大
学
生
に
対
し
て
、
経
費

を
上
限
２
万
円
の
範
囲
内
で
助
成
し
た
。

今
年
度
は
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
活
用
事
業
補
助
金
」
を
実

施
し
て
い
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
の
影
響
等
に
よ
り
、
成
果
が
出
て
い

な
い
。
来
年
度
以
降
は
、
市
内
企
業
が

魅
力
あ
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
え

る
よ
う
後
押
し
し
つ
つ
、
参
加
が
少
な

い
県
外
の
大
学
生
で
も
参
加
し
や
す
い

環
境
を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

学
生
に
対
す
る
助
成
を
、
今
年
度

や
め
て
し
ま
っ
た
の
は
残
念
。
中
央
の

大
手
企
業
と
対
等
な
条
件
に
す
る
た
め

に
も
復
活
は
必
須
だ
。

必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
次
期
計

画
の
中
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
活
用
事
業

補
助
金
と
の
両
輪
と
し
て
、
学
生
へ
の

直
接
的
な
支
援
策
を
考
え
て
い
き
た
い
。

こ
の
事
業
を
よ
り
良
い
も
の
に
す

る
た
め
に
は
「
学
生
の
本
音
」
を
も
っ

と
聞
く
こ
と
が
重
要
だ
。
双
方
向
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
を
検
討
し

た
ら
ど
う
か
。

貴
重
な
提
案
だ
。
学
生
と
の
つ
な

が
り
は
大
事
な
の
で
、
考
え
う
る
全
て

の
方
法
を
駆
使
し
、
官
民
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
む
。

■
そ
の
他
の
質
問

・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
と
の
交
流
事

業
に
つ
い
て

青
　
山
　
　
　
豊
　
議
員

あ
お
や
ま　
ゆ
た
か

必
要
だ
と
考
え
て
い
る

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
参
加
学
生
へ
の
助
成
復
活
を

ＱＡ
問問 答答問答問答

問答 問答

問答

問問問 答答

答問答

スマート農業導入の支援により
農作業の省力化・効率化の推進を

明海大学との意見交換
学生の本音を事業に生かすことが重要

　12月8日（火）、市議会の仕組みや活動内容を知
ることなどを目的に、市議会一般質問の傍聴にいらっ
しゃいました。
　植田小学校では、今後、この経験を生かして横手市
活性化プランを作成するとのことです。

植田小学校6年生の皆さん

植田小学校の皆さんが一般質問を傍聴した模様は、１月25日放送の横手かまくらＦＭ
「もっと教えて！横手市議会」でもご紹介いたします。ぜひお聴きください。

傍聴する前に、
議会の仕組みなどについて
説明を受けました。

担
当
の
課
の
こ
と
な

の
に
ど
う
し
て
説
明

で
き
な
い
こ
と
が
あ

る
ん
だ
ろ
う
？
っ
て
不

思
議
に
思
い
ま
し
た
。

この経験を、横手市活性
化プランの作成に生かし
ていきたいと思います。

予算とかの大きな問題だ
けじゃなく、雪のこととか
も話しているんだって驚
きました。僕にも何ができ
るか考えていきたいです。

廃
校
の
備
品
に

つ
い
て
の
質
問

は
、自
分
た
ち
の

学
校
に
も
関
係

す
る
質
問
だ
っ
た

の
で
興
味
深
か
っ

た
で
す
。

難
し
い
内
容
ば
か
り

話
し
て
い
る
と
思
っ

て
い
た
け
ど
、身
近

な
話
題
に
つ
い
て
も

質
問
さ
れ
て
い
る
ん

だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

※

※ローカル５Ｇ…地域・企業が主体となって構築し、建物内や地域内などの
特定のエリアで利用する高速通信５Ｇネットワーク
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第９回地区会議の皆さんの声
テーマについてみんなで掘
り下げて意見交換できたこ
とがよかった。市議会には、
少子高齢化対策について
もっと取り組んでほしいで
すね。

山内西地区会議議長　樋渡　さん

十文字地区会議議長　前田　さん

議会報告会・意見交換会

皆さんからお聴きしたご意見は、今後このように生かしていきます！
広報広聴委員会 各班の振り返り 議会報告会・意見交換会

21会場で 426人の声
　
10
月
８
日
（
木
）
か
ら
23
日
（
金
）
に
わ
た
り
、

地
区
会
議
と
の
共
催
に
よ
る
第
９
回
議
会
報
告
会
・

意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
第
１
部
の
議
会
報
告
会
で
は
、
３
つ
の
常
任
委
員

会
の
研
究
課
題
や
テ
ー
マ
に
つ
い
て
状
況
を
報
告
し
、

第
２
部
で
は
、
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
意

見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
地
域
課
題
な
ど
に
つ

い
て
貴
重
な
ご
意
見
を
お
聴
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

地域公共交通に
サブスクリプション（会費制）
を導入できないかな。

10月17日(土)　山内西地区

10月23日(金)　吉田地区

10月22日(木)　里見地区

10月12日(月)　金沢地区

夜間の
通学路が暗くて
ちょっと不安…

テレワーク
なら、地元にい
ても仕事しやす
くなるね。

地域の中学生
　　　も参加！

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ

い
た
課
題
や
意
見
を

整
理・確
認
し
ま
す

課
題
や
意
見
を
担
当

す
る
委
員
会
に
割
り

振
り
し
ま
す

課
題
や
意
見
に
つ
い

て
の
調
査
・
研
究
を

進
め
、一般
質
問
や
政

策
提
言
に
結
び
つ
け

ま
す

市民と議会　の懇談会
身近でありながらなかな
か自分事として捉えられ
ていなかった「地域防災」
について、議員の皆さん
と話し合う機会をいただ
き、大変勉強になる懇談
会でした。

　10月 24日（土）、（一社）横手青年
会議所との懇談会を開催しました。
　この会では、市の防災対策につい
て学んだあと、「防災クロスロード」
という手法を用いて、災害時の対応
を各グループで話し合いました。

　11月 11日（水）、（一社）横手市観光
推進機構（DMO）との懇談会を開催し
ました。
　昨年に引き続き行われたこの会では、
DMOで実施した事業内容について報
告を受けたあと、今後の事業展望など
について意見交換を行いました。

７月に入社したばかりで、
まだまだ慣れないことも
ありますが、議員の皆さ
んとの貴重な意見交換の
場に参加でき、大変勉強
になりました。

子野日さん
横手青年会議所副理事長横手市観光推進機構事務局

滝澤さん

10月15日(木)　大森地区

大雄

十文字 雄物川山内

横手平鹿

※今定例会の一般質問にもご意見が生かされています

たくさんの人からいろいろ
な意見が出たので、地区会
議としても参考になる会
だった。年1回ではなく、
たくさん意見交換できる機
会をつくってほしい。

この地域の住民にとって、
高齢者の足の確保は深刻な
課題。この課題について議
会でも議論してもらい、ぜ
ひ地域公共交通を実現して
ほしい。

横手市観光推進機構×産業建設常任委員会横手市観光推進機構×産業建設常任委員会 横手青年会議所×総務文教常任委員会横手青年会議所×総務文教常任委員会

大型公共施設の
建設はもっと慎重に
考えるべきでは？

防災ラジオを
全戸配布しては？それだけ
じゃなく、ほかの情報伝達
手段の検討も必要！

最終的には住民
の防災意識を高める
ことが重要だね。

空き家対策をして
もらわないと安心して
暮らせないよ。

温泉施設の民間譲渡
の対応は場当たり的！
住民への説明も不十分！

市長！
この問題はこうして
みてはいかがですか？

大森

この場面に
なったら、僕だったら
こうするけどな。

でも、こうしたら
こんなメリットが
あるよね。 企業の社会貢献

活動として取り組ん
でいければいいね。

いざという時のため
にも、日ごろから地域の
つながりを持っておく
ことって、重要だよね。

観光庁の
登録DMOとして
認定されるよう、
準備を進めて
います。

市の担当部局
とは月に1～2回
打合せをして、情報
共有するように
しています。 

グループで話した内容の発
表もあるので、みんなの意
見が聞けるところがいい。
若い人にも参加してもらっ
て活発な意見交換ができる
といい。

平鹿

醍醐地区会議議長　伊藤　さん

田根森地区会議議長　松下　さん

山内

DMO設立から
3年経ちました。 
今後の見込みは
どうですか？ 

DMOでは、
誘客、物産、フィ
ルムコミッションな
どの事業を行って
いるんですよ。

この課題は
どの委員会で調査して
もらいましょうか？



FM番組収録
議会報告会・意見交換会（～23日）【P14～15】、
議会だより表紙写真撮影

ＦＭ番組収録
全員協議会、総務文教常任委員会協議会、
タブレット端末操作研修会
FM番組収録
FM番組収録
総務文教常任委員会所管事務調査、
総務文教常任委員会協議会、FM番組収録
FM番組収録
正副委員長会議、議会運営委員会、全員協議会（議
案説明会）、産業建設常任委員会協議会
市民と議会の懇談会【P14～15】
FM番組収録
市議会10月臨時議会【P4】、全員協議会（行政課題説明会）
秋田県後期高齢者医療広域連合議会定例会（秋田市）
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見
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

フ
ォ
ン
ト
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

10月

11月

12月

7日
8日

12日
13日

15日
17日
20日

22日
23日

24日
26日
28日
29日
4日
6日
11日
16日
19日

20日

24日

26日
27日
30日

4日
7日
8日
12日
14日

15日
21日
22日
23日
24日

広報広聴委員会広報分科会
議会運営委員会
ＩＣＴプロジェクトチーム会議
議会だより表紙写真撮影
正副委員長会議、議会運営委員会
全員協議会（議案説明会、行政課題説明会）
十文字小学校建設現場視察

広報広聴委員会広報分科会、議会改革推進会議
広報広聴委員会広報分科会
FM番組収録
広報広聴委員会広報分科会、FM番組収録
総務文教常任委員会協議会、FM番組収録

議会改革推進会議
総務文教常任委員会所管事務調査
産業建設常任委員会協議会、市民と議会の懇談会【P14～15】
FM番組収録
Y8サミット創快横手市議会【P２～3】、
秋田県市議会議長会臨時会（秋田市）
議会改革推進会議、産業建設常任委員会協議会
新過疎法制定実現総決起大会定期総会（東京都）
正副委員長会議、議会運営委員会、
全員協議会（議案説明会、行政課題説明会）
広報広聴委員会広報分科会
広報広聴委員会広聴分科会
総務文教常任委員会所管事務調査
市議会12月定例議会（～12月16日）【P4～13】
議会改革推進会議

　私たちの十文字第一小学校は、十文字町の中心
部にあります。近くには十文字地域局や道の駅十
文字があり、多くの人が行きかう場所です。そし
て、地域の方たちは、私たちを温かく見守ってく
ださっています。
　一小の子どもたちは、学習にも遊びにも元気い
っぱいです。休み時間には、違う学年同士で遊ぶ
こともあります。学習では、積極的に手をあげて
発言する人が多く、話し合いを通して考えを深め
るようにしています。そして、一小のスクールバ
ンド部やバトン部は、40年以上の歴史のある部
活動です。　
　今年度、私たちが一番がんばったのは学習発表
会です。一小最後の高学年児童として、最後を飾
る発表ができました。
　これから閉校までの2カ月間は、高学年児童と
しての自覚をもち、中学校を意識した生活や行動
を取り入れていきたいです。そして、「自分が一
小で勉強できてよかった」と思えるようにがんば
っていきます。

ありがとう

十文字第一小学校

来年度の学校統合により閉校となる十文字地域
４つの小学校をシリーズでご紹介します

十文字第一小学校　計画委員会の皆さん

撮影：大日向 香輝 議員

規模を縮小
して開催された十文
字第一小学校のミニ運
動会。ミニであっても
はつらつとした大きな
笑顔があふれて
いました。

4月開校予定の
十文字小学校を
視察しました。

1月11日は、横手市医師
会西成会長と播磨議長の
新春対談を放送しました。
放送内容はこち
らからもお聴き
いただけます。

議 会 の 動 き
主な

あけましておめでとうございます。　
横手市議会では、議会を市民の皆さん
に身近に感じていただけるよう、さま
ざまな活動をしています。「議会報告

会」や「市民と議会の懇談会」、「Ｙ８サミット」
などを開催しています。さらには小学生の議会
傍聴なども、積極的に受け入れております。
今月号にはそのすべてが掲載されておりますの
でご覧ください。　　　　　　（加藤　勝義）

編集後記

◆広報広聴委員会広報分科会
分科会長　奥山　豊和　副分科会長　大日向香輝
　　委員　青山　　豊　土田百合子　加藤　勝義
　　　　　遠藤　忠裕　菅原亀代嗣
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